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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第15期

第１四半期累計期間
第16期

第１四半期累計期間
第15期

会計期間
自  2011年４月１日
至  2011年６月30日

自  2012年４月１日
至  2012年６月30日

自  2011年４月１日
至  2012年３月31日

売上高 (百万円) 12,062 16,179 62,227

経常利益 (百万円) 1,485 1,499 5,990

四半期(当期)純利益 (百万円) 835 912 3,134

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 8,739 8,739 8,739

発行済株式総数 (千株) 36,800 36,800 36,800

純資産額 (百万円) 41,519 43,461 43,299

総資産額 (百万円) 125,191 122,827 127,206

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 22.71 24.80 85.17

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 35

自己資本比率 (％) 33.2 35.4 34.0

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間等に係る主要な経営指標等の

　　推移については、記載しておりません。

３　当社は、関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については、該当事項はありませ　

　　ん。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、新株予約権付社債等潜在株式がないため、

　　記載しておりません。 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社の事業内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

    当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等により内需主導で緩やかな

回復が見られるものの、欧州金融不安に加え、米国及び新興国に景気の減速感が出てきており、先行き不

透明な状況にあります。　

当社事業につきましては、チタン事業では、国内向けが大型海水淡水化案件の遅延及び原子力発電所案

件の後ろ倒し等により販売量が若干減少したものの、輸出向けにおいては航空機向け需要が引き続き堅

調に推移したことから販売量は大きく増加し、全体として増販となりました。この結果、チタン事業の売

上高は１０,７９６百万円（前年同四半期比３６．７％増）となりました。　

ポリシリコン事業では、半導体需要が依然として調整局面にあるものの、岸和田工場のフル稼働により

販売量が大幅に増加いたしました。この結果、売上高は４,８５４百万円(前年同四半期比４４．９％増）

となりました。　

高機能材料事業では、高純度チタンの販売量が半導体需要の調整継続を受けて減少いたしました。この

結果、売上高は５２９百万円（前年同四半期比３５．１％減）となりました。　

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は、１６,１７９百万円（前年同四半期比３４．１％増）、

利益につきましては、営業利益１，７３４百万円（前年同四半期比３．８％増）、経常利益

１，４９９百万円（前年同四半期比１．０％増）、四半期純利益９１２百万円（前年同四半期比

９．２％増）となりました。　

なお、今後の動向につきましては、半導体用ポリシリコンの需要回復が遅れていることに加え、チタン

事業において国内需要の減速や輸出航空機向けでサプライチェーン内での在庫消化遅れによる需給調整

の動きが見られるなど不透明感が出てきております。

　

　

（参考）　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 当第１四半期累計期間 前第１四半期累計期間 増減率（％）

　  チタン事業 国　　内 4,736 4,825 △1.9

　 　 輸　　出 6,060 3,069 97.4

　 　　　　　　　　計 10,796 7,895 36.7

　  ポリシリコン事業 4,854 3,351 44.9

　  高機能材料事業 529 815 △35.1

　 合　　計 16,179 12,062 34.1
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　(2)財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

① 資産

当第１四半期会計期間末の総資産の残高は、１２２，８２７百万円と前事業年度末と比べ

４，３７８百万円減少いたしました。これは、棚卸資産は増加したものの、現金及び預金、売掛金及び有

形固定資産が減少したことが主な要因であります。

② 負債

当第１四半期会計期間末の負債の残高は、７９，３６６百万円と前事業年度末と比べ４，５４０百

万円減少いたしました。これは、借入金及び設備関係未払金が減少したことが主な要因であります。

③ 純資産

当第１四半期会計期間末の純資産の残高は、４３，４６１百万円と前事業年度末と比べ１６１百万

円増加いたしました。これは、配当金の支払による減少があったものの、四半期純利益により利益剰余

金が増加したことが主な要因であります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期累計期間おいて、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。 

　
(4) 研究開発活動 

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は、１４８百万円であります。なお、当第１四半期累計期間

において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 125,760,000

計 125,760,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2012年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2012年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,800,00036,800,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 36,800,00036,800,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2012年６月30日 ― 36,800,000 ― 8,739 ― 8,943

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないため、直前の基準日である２０１２年３月３１日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

(2012年3月31日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 1,100
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 36,788,900
　

367,889 ―

単元未満株式 普通株式 10,000
　

― ―

発行済株式総数 36,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 367,889 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式94株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 　 　（2012年3月31日現在）

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
株式会社大阪チタニウム
テクノロジ－ズ

兵庫県尼崎市東浜町１番
地

1,100 ― 1,100 0.00

計 　 1,100 ― 1,100 0.00

　　(注)  当第1四半期会計期間末(2012年６月30日)の自己株式は1,194株(発行済株式総数に対する所有株式数の

          割合0.0％)となっております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府

令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2012年４月１日から

2012年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(2012年４月１日から2012年６月30日まで)に係る四半期財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(2012年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2012年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,524 2,526

受取手形及び売掛金 20,323 18,661

商品及び製品 7,156 7,666

仕掛品 3,242 3,824

原材料及び貯蔵品 5,010 5,852

その他 2,381 1,789

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 42,635 40,318

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 15,715 15,641

機械及び装置（純額） 46,615 44,588

土地 16,279 16,279

建設仮勘定 1,655 1,777

その他（純額） 1,422 1,458

有形固定資産合計 81,687 79,745

無形固定資産 786 764

投資その他の資産 2,096 1,998

固定資産合計 84,570 82,508

資産合計 127,206 122,827
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（単位：百万円）

前事業年度
(2012年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2012年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 7,066

※2
 6,894

短期借入金 36,300 33,800

リース債務 1,098 1,177

未払法人税等 89 486

賞与引当金 376 94

設備関係支払手形 ※2
 375

※2
 360

設備関係未払金 2,969 1,634

その他 1,913 2,041

流動負債合計 50,188 46,490

固定負債

長期借入金 29,450 28,950

リース債務 1,421 1,070

退職給付引当金 1,295 1,338

資産除去債務 1,220 1,226

その他 329 290

固定負債合計 33,717 32,876

負債合計 83,906 79,366

純資産の部

株主資本

資本金 8,739 8,739

資本剰余金 8,943 8,943

利益剰余金 25,712 25,889

自己株式 △9 △9

株主資本合計 43,385 43,562

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 112 79

繰延ヘッジ損益 △198 △180

評価・換算差額等合計 △85 △100

純資産合計 43,299 43,461

負債純資産合計 127,206 122,827
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自 2011年4月 1日
   至 2011年6月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2012年4月 1日
   至 2012年6月30日)

売上高 12,062 16,179

売上原価 8,991 12,836

売上総利益 3,071 3,342

販売費及び一般管理費 1,400 1,608

営業利益 1,671 1,734

営業外収益

受取利息及び配当金 3 1

不用品売却益 22 36

受取賃貸料 10 10

補助金収入 92 －

助成金収入 39 46

その他 15 31

営業外収益合計 183 125

営業外費用

支払利息 144 144

為替差損 219 209

その他 4 5

営業外費用合計 369 359

経常利益 1,485 1,499

特別損失

固定資産除却損 77 26

ゴルフ会員権評価損 － 0

特別損失合計 77 27

税引前四半期純利益 1,408 1,472

法人税等 572 559

四半期純利益 835 912
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期累計期間

(自  2012年４月１日  至  2012年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、2012年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞ

れ７百万円増加しております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期累計期間
(自　2012年４月１日  至　2012年６月30日)

  税金費用

年間の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前事業年度に

対し一時差異、経営環境等に著しい変化がある場合においてはその影響を加味しております。

 
　

EDINET提出書類

株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ(E01327)

四半期報告書

11/17



　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　１　偶発債務

従業員の住宅資金借入債務に係る連帯保証債務

　
前事業年度

(2012年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2012年６月30日)

　 371百万円 366百万円

　

※２　四半期会計期間末日満期手形の処理

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

なお、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前事業年度

(2012年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2012年６月30日)

支払手形 158百万円 　126百万円

設備関係支払手形 106百万円 138百万円

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む)は、次のとおりであり

ます。

　
前第１四半期累計期間
(自  2011年４月１日
至  2011年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  2012年４月１日
至  2012年６月30日)

減価償却費 3,388百万円 3,185百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  2011年４月１日  至  2011年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2011年５月13日
取締役会

普通株式 367 10.002011年３月31日 2011年５月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自  2012年４月１日  至  2012年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2012年５月17日
取締役会

普通株式 735 20.002012年３月31日 2012年６月１日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

    前第１四半期累計期間(自  2011年４月１日  至  2011年６月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
チタン事業 ポリシリコン事業 高機能材料事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,895 3,351 815 12,062

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － －

計 7,895 3,351 815 12,062

セグメント利益 647 724 300 1,671

（注）セグメント利益と四半期損益計算書上の営業利益とに差額は生じておりません。

　

　　当第１四半期累計期間(自  2012年４月１日  至  2012年６月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
チタン事業 ポリシリコン事業 高機能材料事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,796 4,854 529 16,179

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － －

計 10,796 4,854 529 16,179

セグメント利益 1,503 164 67 1,734

（注）セグメント利益と四半期損益計算書上の営業利益とに差額は生じておりません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  2011年４月１日
至  2011年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  2012年４月１日
至  2012年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 22円71銭 24円80銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 835 912

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 835 912

    普通株式の期中平均株式数(千株) 36,798 36,798

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権付社債等潜在株式がな

　　　　いため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

2012年5月17日開催の取締役会において、2012年3月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次の

とおり期末配当を行うことを決議いたしました。　　　　

　　①配当金の総額　　　　   　　　735百万円

　　②1株当たりの金額　　　　　　   　20.0円

　③支払請求権の効力発生日
　　　及び支払開始日　　　　  　2012年6月1日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

2012年８月７日

株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　
公認会計士    山　口　弘　志　　　    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　
公認会計士    中　田　　　明 　　　   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社大阪チタニウムテクノロジーズの2012年４月１日から2013年３月31日までの第16期事業年度の第１四半
期会計期間(2012年４月１日から2012年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(2012年４月１日から2012年
６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大阪チタニウムテクノロジーズの2012年６月
30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信
じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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